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Background 

MCG は虚血性冠動脈疾患を診断する新たに開発された安静心電図解析である

が、不整脈患者に対する有用性はほとんど知られていない。一方、肺静脈隔離

のアブレーションは標準的な治療法として知られているが、肺静脈隔離術後の

AFの予測因子についてはあまり知られていない。 

従って他の既存の予測因子と比べて、肺静脈隔離術後の心房細動の再発の予

測因子としての MCGの有用性を評価することが本研究の目的である。 

 

Method 

2014年 12月～2016 年 3月迄の間に、肺静脈隔離術を受けた 76人の一連の患

者を対象とした。 

Afの再発（N=13、16.3%）は、肺静脈隔離術後三カ月以内の発症と定義された。 

 

Result 

・Af再発群と、非再発群とでは、高尿酸血症以外、有意差はなかった。（①） 

・心エコーでは、Af 再発群の左心室/左心房径が有意に大きかった。（②） 

・手順的特性では、アブレーション中の電気除細動の必要の有無以外は、有意

差はなかった。（③） 

 

    ①            ②            ③ 
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・MCG については、MCG スコアに有意

差はなかったが、再発群には心房細

動、不整脈発生傾向、心室肥大、先

天的心疾患の参考情報が有意に多

かった。 

 

・MCG結果だけによる多変量解析（モデル１）では、心房細動のパラメーターは

Af再発に関して独立した予測因子だった。（④） 

・MCG結果と、p値が<0.05であった他の因子を含めたモデル（モデル２）では、

高尿酸血症と MCGの心房細動のパラメーターだけが独立して Afの再発に関連

していた。（⑤） 

        ④                 ⑤ 

 

 

 

 

・Af再発群の 84.6%に心房細動のパラメーターが見られた。（⑥） 

             （⑥） 

 
   (Af再発群)     (Af未再発群) 

 

Conclusion 

・MCGの心房細動のパラメーターと高尿酸血症のパラメータは、肺静脈隔離術後

の Afの再発を予測している。 

・MCGは、肺静脈隔離後の Af再発の予測に有用であると考えられる。 


